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福島県感染拡大警報発出～感染力最強のBA.５を強く意識し、感染対策の徹底を！ 

 

７月に入って急変した本市の感染状況は、「新型コロナ急拡大に伴う緊急声明」を発した７月

１２日には初めて新規陽性者数が１００人を超え、１９日からは２００人台に跳ね上がり、爆発的

な感染拡大が生じています。 

全国的にも、既に、一日の新規陽性者数が第６波のピークの１．８倍に達する第７波に入って

おり、本県でも、過去最多を更新。初の１０００人超えが確認された７月２０日、「福島県感染拡

大警報」が発出されました。 

今回の感染急拡大は、社会経済活動の活発化と、暑さ対策に伴いマスクを外す場面や換気の

悪い場面が増加していることに加え、最強の感染力を持つオミクロン株の派生型BA.5への置

き換わりが進んでいることが大きく影響しています。 

本市では、居酒屋、会食、学校、児童施設、スポーツ関連、病院、高齢者施設、事業所など、あ

らゆる場面でクラスターが多発しており、７月だけで 20 件発生しました。特に、BA.5 による

ものは、拡大が速く、大規模化しており、これまでとは次元が異なる感染の強さと速さが表れ

ています。 

全国の状況を考えれば、今後、さらなる感染拡大も想定されますが、福島市としては、感染

防止と社会経済活動の両立を図る「ウィズコロナ」の道をできる限り進んでいきたいと思いま

す。 

市民の皆さまには、BA.5 の感染力の強さ・速さを意識して警戒を強め、熱中症にも注意し

ながら、県感染拡大警報に示された８つの対策の励行をお願いします。その中でも、「自分が感

染しない、他人にうつさない～３つのお願い」は感染拡大防止の上で特に重要ですので、その

徹底をお願いします。 

ワクチン接種は、重症化予防とともに、感染させる力を減退させる効果を持つもので、早期

接種が望まれます。 

市では、特に若年層の３回目接種促進を目的に、市民の皆さまに心理的抵抗が比較的少ない

「ノババックスワクチン」や「ファイザー社製ワクチン」を活用して、接種を受けやすい機会を設け

ています。夏休みを利用してお早めに３回目接種をお受けください。 

＊集団接種での取り組み 

・ノババックスワクチン（１８歳以上対象）での夜間接種（7/29）、予約なし接種（7/31）  

・１２～１７歳が接種できるファイザー社製ワクチンの接種（8/6、8/20） 

４回目接種に関しては、重症化予防を目的とし、６０歳以上の方、基礎疾患をお持ちの方に加

え、新たに医療従事者、高齢者施設等従事者が対象となりました。３回目接種から５ヶ月経過後

に接種可能です。 

個別接種に加え、NCV ふくしまアリーナでの集団接種を実施しておりますので、接種券が届

きましたらお早目の予約・接種をお願いします。 

 

令和４年７月２２日 

福島市長   木幡 浩 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


